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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータと係合する基本ユニットと、
　前記基本ユニット内に固定され、ロック機構を収容する本体と、前記基本ユニットの側
面の開口に露出した鍵差し込み口、および前記本体から延在するＴ形材とを含む錠と、
　前記基本ユニット上の排出機構と、
　前記排出機構に応じて、前記基本ユニットから前記コンピュータを開放する排出部材と
、
　前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除
位置の間で動くときに回転するレバーアームと、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに前記排出機構が前
記基本ユニットから前記コンピュータを開放できないように前記排出部材を妨げる位置に
摺動する摺動部材とを含むドッキングステーション。
【請求項２】
　前記摺動部材を収容し案内するチャネルを有するブラケットをさらに有し、前記錠が、
前記基本ユニットの面と前記ブラケットの間に嵌り、前記レバーアームが、前記ブラケッ
トの面に取り付けられる請求項１に記載のドッキングステーション。
【請求項３】
　前記摺動部材が、前記レバーアームと係合する斜面を有する請求項１に記載のドッキン
グステーション。
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【請求項４】
　コンピュータと係合する基本ユニットと、
　前記基本ユニット内にあり、ロック機構を収容する本体、前記基本ユニットの側面の開
口に露出した鍵差し込み口、および前記本体から延在するＴ形材を有する錠と、
　前記基本ユニットの面にある第１の排出機構と、
　前記第１の排出部材の動きに応じて、前記基本ユニットから前記コンピュータを開放す
る排出機構と、
　前記基本ユニットにあり、着脱可能な装置を収容するスロットと、
　前記スロットと関連付けられた第２の排出機構であって、活動化されたときに前記着脱
可能な装置を開放する第２の排出機構と、
　前記錠のＴ形材と係合する第１の面を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除位置
の間で動くときに回転するレバーアームと、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記第１の排出
機構が前記基本ユニットから前記コンピュータを開放させないように前記排出部材を妨げ
る位置に摺動する摺動部材と、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記第２の排出
機構が前記着脱可能な装置を開放させないように前記第２の排出機構を妨げる位置に回転
するロックアームとを含むドッキングステーション。
【請求項５】
　前記ロックアームが、前記第２の排出機構を妨げる位置に回転する衝突面を有する請求
項４に記載のドッキングステーション。
【請求項６】
　コンピュータと係合する基本ユニットと、
　基本ユニット内に固定され、ロック機構を収容する本体、前記基本ユニットの側面の開
口に露出した鍵差し込み口、および前記本体から延在するＴ形材を有する錠と、
　前記基本ユニットにあり、着脱可能な装置を収容するスロットと、
　前記スロットと関連付けられ、第２の排出機構が操作されたときに前記着脱可能な装置
を開放する排出機構と、
　前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除
位置の間で動くときに回転するレバーアームと、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記第２の排出
機構が前記着脱可能な装置を開放させないように前記排出機構を妨げる位置に回転する衝
突面を有するロックアームとを有するドッキングステーション。
【請求項７】
　コンピュータと係合する基本ユニットと、
　前記基本ユニット内に固定された錠であって、ロック機構を収容する本体と、前記本体
の第１の側面に配置され、前記基本ユニットの側面の開口に露出された鍵差し込み口と、
前記本体の第１の側面とは反対側の第２の側面から延在するＴ形材と、前記本体から前記
基本ユニットの第２の開口まで延在し、前記基本ユニットを物体に固定するために物体に
結合するケーブルとを有する錠と、
　排出機構であって、前記基本ユニットの面に露出したボタンと、内部排出ボタンと、前
記露出したボタンの動きに応じて、内部排出ボタンを作動させて前記基本ユニットから前
記コンピュータを開放する排出部材とを有する排出機構と、
　前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除
位置の間で動くときに回転するレバーアームと、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記排出機構が
前記コンピュータを前記基本ユニットから開放できなくするように前記排出機構の前記排
出部材を妨げる位置に摺動する摺動部材とを有するドッキングステーション。
【請求項８】
　コンピュータドッキングステーションの基本ユニットからカバーを外して、錠を収容す
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るスロットを露出させる段階と、
　前記スロットと当接するブラケットの開口に前記錠のＴ形材を挿入する段階と、
　前記錠を前記スロット内に固定する段階と、
　前記カバーを前記基本ユニット上に戻す段階と、
　前記コンピュータを前記ドッキングステーションに結合する段階と、
　前記錠に鍵を差し込む段階と、
　前記鍵を回転させて、前記錠の前記Ｔ形材がレバーを前記基本ユニット内に押し込み、
摺動部材を、前記ドッキングステーションの排出ボタンの操作を不能にしてコンピュータ
が前記ドッキングステーションから取り出されるのを妨げる位置に動かすようにする段階
とを含む方法。
【請求項９】
　コンピュータと係合する基本ユニットと、
　ロック機構、前記基本ユニットの側面の開口に露出した鍵差し込み口、および前記ロッ
ク機構から延在するＴ形材を有する錠と、
　前記基本ユニット上の排出機構と、
　前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除
位置の間で動くときに回転するレバーアームと、
　前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記排出機構が
、前記コンピュータを前記基本ユニットから開放しないように前記排出機構を妨げる位置
に摺動する摺動部材とを有するドッキングステーション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータの固定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノートブック型コンピュータは、メーカーが高い携帯性と処理能力を備えた製品を製造
してきたため人気が高まった。また、多くのコンピュータメーカーは、そのメーカーのノ
ートブック型コンピュータ製品用のドッキングステーションを開発してきた。そのような
ドッキングステーションは、ノートブック型コンピュータをネットワーク、モニタ、その
他の周辺装置に容易に接続して、ノートブック型コンピュータの処理能力を静的なオフィ
ス環境で利用することを可能にする。
【０００３】
　残念ながら、ノートブック型コンピュータは携帯性が高いために、大きいデスクトップ
型システムよりも盗難の危険が高い。その高い盗難の危険はそのようなドッキングステー
ションにも存在し、それはそのような装置が一般に従来のデスクトップ型コンピュータよ
りも小さいためである。
【０００４】
　この危険に対処するために、ノートブック型コンピュータを固定する多数のシステムが
開発されてきた。ノートブック型コンピュータのセキュリティの１つの共通の形態は、い
わゆる「Ｔ形材（Ｔ－ｂａｒ）」錠（ロック）を使用することである。Ｔ形材錠は、一般
に、ロック機構を収容する本体を含む。本体は、一端に、ロック機構を作動させる鍵差し
込み口を有する。本体は、他端に、ノートブック型コンピュータの側面のスロットに差し
込まれるＴ形材を有する。本体は、ケーブル、鎖、他の機構によって、例えば机などの大
きな物体に固定される。
【０００５】
　単一のロックでドッキングステーションとノートブック型コンピュータの両方を固定で
きるいくつかのシステムが設計された。さらに、いくつかのシステムは、単一のロックに
よってノートブック型コンピュータとドッキングステーションと周辺装置を固定する。し
かしながら、これらのシステムには、一般に、ロック機構の使用法が厄介で、ロック機構



(4) JP 4091629 B2 2008.5.28

10

20

30

40

50

の物理位置によって機能が異なるという共通の欠点がある。したがって、ロック機構を間
違った位置に付けることによって、ユーザは、システム全体を望み通りに完全に固定でき
ない場合がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、ノートブック型コンピュータ、ドッキングステーション、および着脱
可能な装置を盗難から守る単純で洗練された解決策を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、ノートブック型コンピュータ、ドッキングステーション、および
着脱可能な装置を盗難から守る単純で洗練された解決策を提供する。１つの実施形態にお
いて、ドッキングステーションが提供される。このドッキングステーションは、コンピュ
ータと係合する基本ユニットを有し、さらに、錠であって、ロック機構、基本ユニットの
側面の開口に露出した鍵差し込み口、およびロック機構から延在するＴ形材を有する錠を
有する。ドッキングステーションは、また、基本ユニット上の排出機構を有し、錠のＴ形
材と係合する第１の面を有するレバーアームであって、Ｔ形材がロック位置とロック解除
位置の間で動くときに回転するレバーアーム（レバー腕部）を有し、レバーアームの動き
に応じて、錠がロック位置にあるときに、排出機構が基本ユニットからコンピュータを開
放させないように排出機構を妨げる位置に摺動する摺動部材とを有する。
【０００８】
　１つの実施形態において、ドッキングステーションが提供される。ドッキングステーシ
ョンは、コンピュータと係合する基本ユニットを有する。ドッキングステーションは、ま
た、基本ユニット内に固定された錠を有し、この錠は、ロック機構を収容する本体と、基
本ユニットの側面の開口に露出した鍵差し込み口と、本体から延在するＴ形材とを有する
。ドッキングステーションは、さらに、基本ユニット上の排出機構と、排出機構に応じて
基本ユニットからコンピュータを開放する排出部材とを有する。ドッキングステーション
は、さらに、錠のＴ形材と係合する第１の面を有するレバーアームを有し、このレバーア
ームは、Ｔ形材がロック位置とロック解除位置の間で動くときに回転する。ドッキングス
テーションは、また、レバーアームの動きに応じて、錠がロック位置にあるときに、排出
機構がコンピュータを基本ユニットから開放させることができないように排出部材を妨げ
る位置に摺動する摺動部材を有する。
【０００９】
　１つの実施形態において、ドッキングステーションが提供される。このドッキングステ
ーションは、コンピュータと係合する基本ユニットと、基本ユニット内に固定された錠と
を含み、この錠は、ロック機構を収容する本体と、基本ユニットの側面の開口部に露出し
た鍵差し込み口と、本体から延在するＴ形材とを有する。ドッキングステーションは、ま
た、基本ユニットに、着脱可能な装置を収容するスロットを有する。ドッキングステーシ
ョンは、また、スロットと関連付けられ、第２の排出機構が操作されたときに着脱可能な
装置を開放する排出機構を有する。ドッキングステーションは、さらに、錠のＴ形材と係
合する第１の面を有するレバーアームであって、Ｔ形材がロック位置とロック解除位置の
間で動くときに回転するレバーアームを有し、レバーアームの動きに応じて、錠がロック
位置にあるときに第２の排出機構が着脱可能な装置を開放できないように排出機構を妨げ
る位置に回転する衝突面を有するロックアーム（ロック腕部）とを有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の実施形態は、コンピュータ機器を盗難から守る。本明細書の第Ｉ節では、本発
明の教示によるセキュリティ機構を内蔵するドッキングステーションの２つの実施形態を
説明する。第ＩＩ節では、本発明の実施形態に使用されるロックの１つの実施形態を説明
する。第ＩＩＩ節と第ＩＶ節ではそれぞれ、ノートブック型コンピュータをドッキングス
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テーションに固定する内部機構と、着脱可能な装置（リムーバブル装置）をドッキングス
テーションに固定する内部機構の実施形態を説明する。最後に、第Ｖ節では、本発明の教
示によりドッキングステーションにロックを取り付ける技法の実施形態を説明する。
Ｉ．セキュリティ機構を備えたドッキングステーションの実施形態
　図１は、ノートブック型コンピュータ１０２とドッキングステーション１００を共通の
錠で固定する機構を備えた全体を１００で示したドッキングステーションの斜視図である
。１つの実施形態において、ドッキングステーション１００は、基本ユニット１０６を有
する。基本ユニット１０６は、１対のボタン１０８と１１０を有する。ボタン１０８は、
ドッキングステーション１００に接続されたときのノートブック型コンピュータ１０２へ
の電力の印加を制御する。ボタン１１０は排出ボタンである。ボタン１１０は、押された
とき、ドッキングステーション１００に収容された排出機構を活動化させ、排出機構はノ
ートブック型コンピュータ１０２をドッキングステーション１００から排出する。
【００１１】
　ドッキングステーション１００は、ノートブック型コンピュータ１０２をドッキングス
テーション１００に電気接続することを可能にしかつノートブック型コンピュータ１０２
をドッキングステーション１００から排出することを可能にするノートブック型コンピュ
ータ１０２とのインタフェースを有する。１つの実施形態において、ドッキングステーシ
ョン１００は、ドッキングステーション１００の前面１１１から延在する傾斜プラットフ
ォーム１１２を有する。ノートブック型コンピュータ１０２は、ドッキングステーション
１００に接続されるときこの傾斜プラットフォーム１１２の上に乗る。１つの実施形態に
おいて、傾斜プラットフォーム１１２は、ノートブック型コンピュータ１０２がドッキン
グステーション１００と適切に電気的および物理的接続できるように適応されたドッキン
グコネクタ１１６、ドッキングポスト１１４、およびラッチ部材１１３を有する。ドッキ
ングポスト１１４は、ノートブック型コンピュータ１０２の下面の穴１１５と位置合わせ
される。さらに、ラッチ部材１１３は、ノートブック型コンピュータ１０２の下面の他の
穴１１９と係合する。さらに、ドッキングコネクタ１１６は、ドッキングステーション１
００とノートブック型コンピュータ１０２の間で信号を渡す電気接続を提供するために、
ノートブック型コンピュータ１０２の下面にある対応するコネクタ１１７に結合する。
【００１２】
　１つの実施形態において、ドッキングステーション１００の排出機構は、基本ユニット
１０６内にある。排出機構は、排出ポスト１１８とラッチ部材１１３によってノートブッ
ク型コンピュータ１０２と接続する。排出ボタン１１０が押されたとき、排出ポスト１１
８が動作してノートブック型コンピュータ１０２の下面を押す。さらに、ラッチ部材１１
３が動かされて、排出ポスト１１８がノートブック型コンピュータ１０２を持ち上げ、ノ
ートブック型コンピュータ１０２をドッキングコネクタ１１６から外すことを可能にする
。
【００１３】
　傾斜プラットフォーム１１２、ドッキングコネクタ１１６、ラッチ部材１１３、排出ポ
スト１１８など、ノートブック型コンピュータ１０２とドッキングステーション１００の
間を接続するための具体的な実施形態を示した。これらの実施形態は、限定のためではな
く例示のために示されていることを理解されたい。他の実施形態において、ドッキングス
テーション１００は、ノートブック型コンピュータの接続と排出を可能にする他の形態を
取る。
【００１４】
　ドッキングステーション１００はセキュリティ機構を有し、このセキュリティ機構は、
セキュリティ機構がロック位置またはロック状態にあるときにノートブック型コンピュー
タ１０２がドッキングステーション１００から排出されるのを防ぐ。１つの実施形態にお
いて、セキュリティ機構は、ドッキングステーション１００とノートブック型コンピュー
タ１０２を固定するために鍵１０４によって操作される。この実施形態では、内部ロック
機構の鍵差し込み口１２０は、排出ボタン１１０の下に配置されている。他の実施形態で
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は、鍵差し込み口１２０は、ドッキングステーション１００の外側の他の任意の適切な場
所に配置されている。鍵１０４が鍵差し込み口１２０に差し込まれ、ロック位置に回転さ
れたとき、排出ボタン１１０が適所にロックされ、排出ボタン１１０を押してノートブッ
ク型コンピュータ１０２を排出することができない。これにより、ノートブック型コンピ
ュータ１０２がドッキングステーション１００から排出されるのが適切に防止される。ド
ッキングステーション１００は、ロック機構に結合され基本ユニット１０６の後部から延
在するケーブル１２２を有する。ドッキングステーション１００は、ケーブル１２２を使
用して、机などの物体に固定される。
【００１５】
　図２は、全体を２００で示したドッキングステーションのもう１つの実施形態の斜視図
である。ドッキングステーション２００は、図１のドッキングステーション１００と類似
している。したがって、ドッキングステーション２００の説明は、ドッキングステーショ
ン１００と類似の構成要素を表すために類似の番号を使用する。そのような共通の構成要
素については、ここで再び説明しない。
【００１６】
　ドッキングステーション２００は、ノートブック型コンピュータ１０２とドッキングス
テーション２００を固定するために使用される同じ鍵と錠を使用して、ドッキングステー
ション２００内に１つまたは複数の着脱可能な装置を固定する機構を追加する。ドッキン
グステーション２００は、本体２０６の側面２３４にスロット２３２と２３２ａを有する
改良された本体２０６を有する。この実施形態では、スロットは、ドッキングステーショ
ン２００の左側にあるるように示されているが、これは限定ではなく例である。他の実施
形態では、スロットは、ドッキングステーション２００の任意の適切な側面に配置される
。さらに、他の実施形態では、ドッキングステーション２００は、任意の適切な数のスロ
ットを有する。
【００１７】
　スロット２３２と２３２ａは、着脱可能な装置を収容するように適応されている。この
実施形態において、スロット２３２は、着脱可能なドライブ２３０を収容するように適応
されている。１つの実施形態において、着脱可能なドライブ２３０は、ハードディスク、
コンパクトディスク（ＣＤ）ドライブ、ＣＤ－ＲＷドライブ、ディジタル汎用ディスク（
ＤＶＤ）ドライブ、ＤＶＤ＋ＲＷ／Ｒドライブ、ＣＤ／ＤＶＤコンビネーションドライブ
、または他の適切な光学的、磁気的、他のデータ記憶装置のうちの１つまたは複数を含む
。同様に、スロット２３２ａは、ＰＣメモリーカード国際協会（ＰＣＭＣＩＡ）型のカー
ドなどの着脱可能なカード２３０ａを収容するように適応されている。１つの実施形態に
おいて、スロット２３２ａは、ＥｘｐｒｅｓｓＣａｒｄ規格に適合するカードを収容する
ように適応されている。他の実施形態において、ドッキングステーション２００内のスロ
ットは、他の適切なタイプの着脱可能な装置を収容するようにサイズが決められる。
【００１８】
　１つの実施形態において、着脱可能なドライブ２３０と着脱可能なカード２３０ａは、
本体２０６内のラッチ機構（図示せず）を使用してドッキングステーション２００の本体
２０６内の適所に保持されている。各ドライブまたはカードが本体２０６の中心の方に押
し込まれると、ラッチ機構が解除され、着脱可能なドライブ２３０または着脱可能なカー
ド２３０ａが開放される。
【００１９】
　ドッキングステーション２００は、ドッキングステーション２００がロックされたとき
にラッチ機構の解除を防止するセキュリティ機能を有する。１つの実施形態において、ド
ッキングステーション２００をロックすると、ドライブ２３０またはカード２３０ａの内
方への動きを防ぐことによってロック機構の解除が防止される。
ＩＩ．ドッキングステーションの錠
　図３と図４は、錠３００の実施形態と、錠３００を使用してノートブック型コンピュー
タおよび／または着脱可能な装置とドッキングステーションとを固定するドッキングステ
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ーション４００の実施形態の一部分を示す。錠３００とドッキングステーション４００に
ついては後で一緒に説明する。
【００２０】
　錠３００は、ドッキングステーション４００の２つの種類のセキュリティを提供する。
錠３００は、ノートブック型コンピュータおよび／または着脱可能な装置をドッキングス
テーション４００に固定する機構を作動させる。また、錠３００は、ドッキングステーシ
ョン４００を机などの固定物に固定する。
【００２１】
　錠３００は、錠３００の本体３０４から延在するＴ形材３０２によってドッキングステ
ーション４００のセキュリティ機構を作動させる。本体３０４は、ロック機構を収容する
。ロック機構は、鍵、例えば図１の鍵１０４を使用してロック状態またはロック位置と、
ロック解除状態またはロック解除位置の間で変化する。錠３００が、ロック状態とロック
解除状態との間で移行するとき、Ｔ形材３０２は、ノートブック型コンピュータおよび／
または着脱可能な装置を固定している機構を作動させる。錠３００は、また、ロック機構
がロック状態とロック解除状態の間で回転するときに本体３０４を止まった状態に保持す
るＴ形材３０２を取り囲む隆起部分３１２を有する。
【００２２】
　錠３００は、ドッキングステーション４００を固定物に固定する。錠３００は、本体３
０４から延在するケーブル３０６を有する。ケーブル３０６は、当技術分野で知られてい
るように固定物に確実に取り付けられるように適応されている。
【００２３】
　図４で分かるように、ドッキングステーション４００は、錠３００を収容する開口４０
２を有する。明瞭にするために、図４にはドッキングステーション４００の一部分だけを
示す。ドッキングステーション４００は、側面４０４と底面４０６を有する。錠３００の
本体３０４は、鍵差し込み口が側面４０４の開口４０２に露出した状態で穴４０２に矢印
４０１の方向に差し込まれる。錠３００の本体３０４は、側面４０４と壁面４１２の間に
嵌る。Ｔ形材３０２は、スロット４１４を通って壁４１２から突出する。ドッキングステ
ーション４００の下面４０６に形成されたチャネル４０８にケーブル３０６が入る。
【００２４】
　１つの実施形態において、開口４０２は、側面４０４の表面に沿って、錠３００の本体
３０４の端部３０８とほぼ同じ形状の弧４１６をなす。同様に、開口４０２の下面４０６
の部分は、錠３００の下面３１０とほぼ同じ長方形状と寸法を有する。また、ドッキング
ステーション４００の下面４０６には、本体３０４が開口４０２を通るときにＴ形材３０
２の端部を受けるスロット４１０がある。
【００２５】
　１つの実施形態において、エンドユーザによる任意の改良として、ドッキングステーシ
ョン４００に錠３００が取り付けられる。錠３００の取り付けは、ドッキングステーショ
ン４００の下面４０６に開口４０２とスロット４１０を形成することにより可能になる。
ドッキングステーションに錠を取り付ける１つの技法については、図１６から図１９と関
連して後で説明する。
ＩＩＩ．ノートブック型コンピュータをドッキングステーションに固定する
　図５から図１０は、セキュリティ装置がロックされたときにノートブック型コンピュー
タを排出する排出機構の動作を防ぐドッキングステーションの内部機構の１つの実施形態
を示す。以下で図５から図１０をそれぞれ順番に説明する。この実施形態を説明する便宜
上、様々な図の共通の構成要素を同じ参照数字で示す。
【００２６】
　図５は、ドッキングステーションからノートブック型コンピュータが排出または取り外
されるのを防ぐセキュリティ機構５００の実施形態の一部分の斜視図である。機構５００
は、ブラケット（支持構造物）５０２上に構成されている。ブラケット５０２は、側面５
０６と５０８の間にチャネル５０４を有する。側面５０６は、Ｔ形材がチャネル５０４内



(8) JP 4091629 B2 2008.5.28

10

20

30

40

50

に延在するように錠のＴ形材を受けるように寸法が決められたスロット５１０を有する。
【００２７】
　機構５００は、操作されたときにノートブック型コンピュータをドッキングステーショ
ンから排出するように排出機構が動作するのを防ぐ部品を有する。機構５００は、レバー
アーム５１２を有する。レバーアーム５１２はレバーアーム５１２の環状部分５１３でチ
ャネル５０４の側面５０６に取り付けられている。レバーアーム５１２は、より詳しく後
で説明するようにＴ形材錠の作用下で点５１４のまわりに枢動する。また、レバーアーム
５１２は、レバーアーム５１２の環状部分５１３からほぼ半径方向に延在する作動部材５
１６を有する。
【００２８】
　機構５００は、また、摺動部材５１８を有する。摺動部材５１８は、レバーアーム５１
２の作動部材５１６と係合する斜面５２０を有する。摺動部材５１８は、ブラケット５０
２のチャネル５０４内に位置決めされている。
【００２９】
　摺動部材５１８は、レバーアーム５１２の作動部材５１６と接触するように圧迫される
。機構５００は、ばね５２２を有する。ばね５２２は、一端が、ブラケット５０２の側面
５０８に取り付けられている。ばね５２２は、他端が、ブラケット５０２のチャネル５２
４内を通る摺動部材５１８の一部分に取り付けられている。
【００３０】
　図６は、図５の機構５００のブラケット５０２のもう１つの斜視図である。図６では、
レバーアーム５１２、摺動部材５１８、およびばね５２２は、ブラケット５０２の他の態
様を明瞭にするために除去されている。図示したように、ブラケット５０２は、また、レ
バーアーム５１２を受けるためにチャネル５０４内に延在する円筒部材６３０を有する。
さらにまた、ブラケット５０２は、チャネル５０４の下面に錠のＴ形材を受ける穴６３２
を有する。穴６３２は、ロック解除位置にあるときにＴ形材錠のＴ形材が穴６３２を通り
抜けられることを可能にし、錠がロック位置にあるときにＴ形材が通り抜けることを阻止
するように寸法が決められている。
【００３１】
　図７は、図５の機構に使用されているレバーアーム５１２の実施形態の斜視図である。
レバーアーム５１２は、作動部材５１６を有する。作動部材５１６は、作動部材５１６の
遠位端に面７４２を有する。面７４２は、作動部材５１８の斜面５２０と係合する。レバ
ーアーム５１２は、環状部分５１３の中心で軸７４８をなす。レバーアーム５１２は、作
動するとき軸７４８のまわりに回転する。レバーアーム５１２は、また、レバーアーム５
１２の軸７４８のまわりの回転を制御するためにＴ形材錠のＴ形材と係合する面７４３を
有する。
【００３２】
　１つの実施形態において、レバーアーム５１２は、ドライブや他の着脱可能な装置がド
ッキングステーションから取り外されるのを防ぐロックアウト機構を作動させるために使
用される第２の作動部材７４４を有する。着脱可能な装置を固定する機構の動作は、図１
１から図１５と関連して後でより詳しく説明する。第２の作動部材７４４は、着脱可能な
装置の取り外しをロックアウトする機構と係合する面７４６を有する。
【００３３】
　図８は、図７の矢印Ａの方向から見たレバーアーム５１２の実施形態の平面図である。
この図は、レバーアーム５１２の様々な要素の環状部分５１３に対する相対的なずれを示
している。ここに図示したように、第１の作動部材５１６は、部材８５０によって、環状
部分５１３と第２の作動部材７４４から横方向にずらされている。同様に、第２の作動部
材７４４の部分８５２は、レバーアーム５１２の環状部分５１３の位置に対して横方向に
突出している。
【００３４】
　図９は、セキュリティ機構５００がドッキングステーション９００からノートブック型
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コンピュータの排出を可能にするロック解除位置にある状態のドッキングステーション９
００の内部の実施形態の斜視図である。
【００３５】
　ドッキングステーション９００は、ノートブック型コンピュータをドッキングステーシ
ョンから開放することを可能にする排出機構を有する。簡略化のため、図９には排出機構
の一部分だけが示されている。具体的には、排出機構は、ドッキングステーション９００
の表面に露出した排出ボタン１１０を有する。排出ボタン１１０は、排出部材９０２と動
作可能に結合されている。排出ボタン１１０が押されたとき、排出部材９０２が、内部排
出ボタン９０４の方に下がる。排出部材９０２は、排出ボタン１１０が押されたとき以外
排出部材９０２が内部排出ボタン９０４と係合しないように、ばね９０６によって内部排
出ボタン９０４より上に圧迫されている。ばね９０６の一端は、排出部材９０２に結合さ
れ、ばね９０６の他端は、固定されているブラケット９０８に結合されている。
【００３６】
　排出ボタン１１０が押されたとき、排出部材９０２は、面９１０が内部排出ボタン９０
４の面９１２と係合してボタン９０４を矢印９１４の方向に下げるまで内部排出ボタン９
０４の方に下がる。これにより排出機構は、ノートブック型コンピュータを開放するよう
に作動する。図９に示したように、セキュリティ機構５００は解放され、これによりノー
トブック型コンピュータを自由に排出することができる。
【００３７】
　図１０は、セキュリティ機構５００がロック位置にある図９の実施形態のドッキングス
テーション９００の内部の斜視図である。錠３００がロック位置にされるとき、Ｔ形材３
０２は、矢印１００２の方向に回転する。Ｔ形材３０２は、レバーアーム５１２の面７４
３と係合する。係合したとき、面７４３は、レバーアーム５１２を矢印１００４の方向に
強制的に回転させる。レバーアーム５１２の遠位端７４２は、摺動部材５１８の斜面５２
０と係合する。レバーアーム５１２が回転するとき、摺動部材５１８は、ばね５２２の力
に対抗して矢印１０００の方向に動かされる。完全にロックした位置にあるとき、作動部
材５１６は、排出部材９０２の面９１０が内部排出ボタン９０４に達する前に摺動部材５
１８の上部１００６と係合するような位置に摺動部材５１８を強制的に移動させる。した
がって、ロックされたとき、摺動部材５１８が、排出部材９０２が内部排出ボタン９０４
に達して作動させることを防ぐので、ノートブック型コンピュータをドッキングステーシ
ョン９００から排出することができない。それにより、錠３００は、共通のセキュリティ
機構によってドッキングステーション９００を物体に固定しかつノートブック型コンピュ
ータをドッキングステーション９００に固定する。
ＩＶ．着脱可能な装置を固定する
　図１１から図１５は、セキュリティ機構がロックされているときに着脱可能な装置を排
出する排出機構の動作を防ぐドッキングステーションの内部機構の１つの実施形態を示す
。以下に図１１から図１５をそれぞれ順番に説明する。この実施形態を説明する便宜上、
様々な図の共通の構成要素は同じ参照数字で示す。
【００３８】
　図１１と図１２は、セキュリティ機構５００がロック解除位置にある状態で着脱可能な
装置１１３０がドッキングステーション１１００から排出されるのを防ぐセキュリティ機
構５００を備えたドッキングステーション１１００の実施形態の内部の斜視図である。セ
キュリティ機構５００は、ロックアーム１１０２と係合しその動作を制御して、コネクタ
１１２０から着脱可能な装置１１３０が排出されるのを防ぐ。１つの実施形態において、
コネクタ１１２０は、着脱可能な装置１１３０がコネクタ１１２０の方に押されたときに
着脱可能な装置を開放する、排出機構を有する。ロックアーム１１０２は、ドッキングス
テーション１１００の基部１１０１に枢動可能に結合された横断部分１１１０を有する。
横断部分１１１０は、横断部分１１１０と基部１１０１の間に結合されたばね１１０３に
よって適切な位置に圧迫される。横断部分１１１０は、軸１１１１のまわりに回転する。
【００３９】
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　ロックアーム１１０２は、レバーアーム５１２と係合する。ロックアーム１１０２は、
レバーアーム５１２の第２の作動部材７４４の面７４６と係合する部材１１０４を有する
。ロック解除位置にあるとき、ばね１１０３は、図示したように部材１１０４を上に圧迫
して面７４６と接触させる。
【００４０】
　図１２に示したように、第２の部材１１０８は、ロックアーム１１０２の部材１１０４
と反対の端に配置されている。第２の部材１１０８は、着脱可能な装置がドッキングステ
ーション１１００から外れるのを防ぐ衝突面１１１２を有する。錠３００がロック解除位
置にあるとき、ロックアーム１１０２の衝突面１１１２は、着脱可能な装置１１３０の排
出機構の通常の動作を妨げないようにばね１１０３の力で低い位置に収容されている。
【００４１】
　錠３００がロック位置に移動したとき、衝突面１１１２は、着脱可能な装置１１３０が
外れるのを防ぐ位置に動かされる。これは、図１３と１４に示されている。錠３００がロ
ックされたとき、錠３００のＴ形材３０２はロック位置に回転する。前述のように、ロッ
ク位置において、レバーアーム５１２は、矢印１００４の方向に回転する。これにより、
部材１１０４は矢印１１４０の方向に強制的に下げられる。これに応じて、ロックアーム
１１０２の横断部分１１１０は、ばね１１０３の力に対抗して軸１１１１のまわりを矢印
１１４２の方向に回転する。
【００４２】
　図１４に示したように、ロックアーム１１０２の横断部分１１１０は、矢印１１４２の
方向に回転して、部材１１０８と衝突面１１１２が上がり、着脱可能な装置１１３０のコ
ネクタ１１２０における排出機構の動作を妨げる。
【００４３】
　図１５は、ロック位置にある図１１の内部セキュリティ機構５００の平面図である。こ
の図において、衝突面１１１２は、着脱可能な装置１１３０の動きを妨げるように示され
ている。着脱可能な装置１１３０を排出するとき、着脱可能な装置１１３０は、１１２２
で示した距離だけ矢印１１５０の方向に押される。衝突部材１１１２がロック位置に回転
したとき、衝突部材１１１２は、着脱可能な装置１１３０が必要な距離だけ動くのを妨げ
、したがってコネクタ１１２０の排出機構が着脱可能な装置１１３０を開放するのが妨げ
られる。
Ｖ．ドッキングステーションに錠を取り付ける
　図１６から図１９は、ドッキングステーション１６００に錠を追加する技法の１つの実
施形態を示すドッキングステーション１６００の斜視図である。最初に図１６で、ドッキ
ングステーション１６００は、ドッキングステーション１６００の下面１６０２が露出さ
れた状態で逆の位置で示されている。錠を差し込むために、カバー１６０４を取り外し、
それにより錠を収容するスロット１６０３が露出する。１つの実施形態において、カバー
１６０４は、ねじ１６０６によってドッキングステーション１６００上の適所に固定され
る。他の実施形態において、カバー１６０４は、任意の適切な取り外し可能な留め具を使
用してドッキングステーション１６００に固定される。１つの実施形態において、錠が取
り付けられていないときは、スロット１６０３を埋めるためにブランク（詰め物）１６０
８が提供される。したがって、錠を取り付ける前に、ブランク１６０８はスロット１６０
３から除去される。
【００４４】
　図１７は、スロット１６０３内の錠の配置を示す。１つの実施形態において、錠は、Ｔ
形材錠１６２０を有し、Ｔ形材錠の本体からケーブル１６２２が延在している。Ｔ形材錠
１６２０は、Ｔ形材錠１６２０がロック解除位置の状態でスロット１６０３に入れられる
。この位置において、Ｔ形材１６２８は、縦位置にあり、スロット端１６０３でスロット
１６２５に滑り込む。さらに、ケーブル１６２２は、ドッキングステーション１６００の
下面１６０２のチャネル１６２１に入れられる。適所に入ると、Ｔ形材錠１６２０は完全
にスロット１６０３内に収まる。
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【００４５】
　図１８は、取り付けプロセスの終りを示す。鍵１６２４を矢印１６３０で示した方向に
回してＴ形材１６２８を回転させ、ドッキングステーション１６００のスロット１６０３
内の適所にＴ形材錠１６２０をロックする。ロックされた後で、鍵１６２４が取り外され
る。カバー１６０４が、Ｔ形材錠１６２０の上に配置され、ねじ１６０６によって適所に
固定される。図１９に示したように、錠を適所に配置しドッキングステーション１６００
をひっくり返して操作用に配置された後で、ドッキングステーション１６００の側面のカ
バー１６０４の開口に錠１６２０の鍵差し込み口１６４０が露出する。
【００４６】
　添付の特許請求の範囲によって定義される本発明のいくつかの実施形態を説明した。し
かしながら、特許請求の範囲の趣旨と範囲から逸脱することなく、示した実施形態に様々
な改良を行うことができることを理解されよう。したがって、他の実施形態は添付の特許
請求の範囲内である。
【００４７】
　本発明は以下の実施態様を含んでいる。
【００４８】
　＜実施態様１＞コンピュータ（１０２）と係合する基本ユニット（１０６）と、前記基
本ユニット内に固定され、ロック機構を収容する本体（３０４）と、前記基本ユニットの
側面の開口に露出した鍵差し込み口（１２０）、および前記本体から延在するＴ形材（３
０２）とを含む錠（３００）と、前記基本ユニット上の排出機構（例えば、１１０）と、
前記排出機構に応じて、前記基本ユニットから前記コンピュータを開放する排出部材（９
０２）と、前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面（７４３）を有し、前記Ｔ形材がロッ
ク位置とロック解除位置の間で動くときに回転するレバーアーム（５１２）と、前記レバ
ーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに前記排出機構が前記基本ユニ
ットから前記コンピュータを開放できないように前記排出部材を妨げる位置に摺動する摺
動部材（５１８）とを含むドッキングステーション（１００）。
【００４９】
　＜実施態様２＞前記摺動部材を収容し案内するチャネル（５０４）を有するブラケット
（５０２）をさらに有し、前記錠が、前記基本ユニットの面と前記ブラケットの間に嵌り
、前記レバーアームが、前記ブラケットの面に取り付けられる実施態様１に記載のドッキ
ングステーション。
【００５０】
　＜実施態様３＞前記摺動部材が、前記レバーアームと係合する斜面（５２０）を有する
実施態様１に記載のドッキングステーション。
【００５１】
　＜実施態様４＞コンピュータ（１０２）と係合する基本ユニット（１０６）と、前記基
本ユニット内にあり、ロック機構を収容する本体（３０４）、前記基本ユニットの側面の
開口に露出した鍵差し込み口（１２０）、および前記本体から延在するＴ形材（３０２）
を有する錠（３００）と、前記基本ユニットの面にある第１の排出機構（１１０）と、前
記第１の排出部材の動きに応じて、前記基本ユニットから前記コンピュータを開放する排
出機構（９０２）と、前記基本ユニットにあり、着脱可能な装置（２３０、２３０ａ）を
収容するスロット（２３２、２３２ａ）と、前記スロットと関連付けられた第２の排出機
構（例えば、１１２０）であって、活動化されたときに前記着脱可能な装置を開放する第
２の排出機構（例えば、１１２０）と、前記錠のＴ形材（３０２）と係合する第１の面（
７４３）を有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除位置の間で動くときに回転するレ
バーアーム（５１２）と、前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にある
ときに、前記第１の排出機構が前記基本ユニットから前記コンピュータを開放させないよ
うに前記排出部材を妨げる位置に摺動する摺動部材（５１８）と、前記レバーアームの動
きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記第２の排出機構が前記着脱可能な装
置を開放させないように前記第２の排出機構を妨げる位置に回転するロックアーム（１１
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０２）とを含むドッキングステーション（１００）。
【００５２】
　＜実施態様５＞前記ロックアームが、前記第２の排出機構を妨げる位置に回転する衝突
面（１１１２）を有する実施態様４に記載のドッキングステーション。
【００５３】
　＜実施態様６＞コンピュータ（１０２）と係合する基本ユニット（１０６）と、基本ユ
ニット内に固定され、ロック機構を収容する本体（３０４）、前記基本ユニットの側面の
開口に露出した鍵差し込み口（１２０）、および前記本体から延在するＴ形材（３０２）
を有する錠（３００）と、前記基本ユニットにあり、着脱可能な装置（２３０、２３０ａ
）を収容するスロット（２３２、２３２ａ）と、前記スロットと関連付けられ、第２の排
出機構が操作されたときに前記着脱可能な装置を開放する排出機構（例えば、１１２０）
と、前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面（７４３）を有し、前記Ｔ形材がロック位置
とロック解除位置の間で動くときに回転するレバーアーム（５１２）と、前記レバーアー
ムの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記第２の排出機構が前記着脱可
能な装置を開放させないように前記排出機構を妨げる位置に回転する衝突面（１１１２）
を有するロックアーム（１１０２）とを有するドッキングステーション（１００）。
【００５４】
　＜実施態様７＞コンピュータ（１０２）と係合する基本ユニット（１０６）と、前記基
本ユニット内に固定された錠（３００）であって、ロック機構（３０４）を収容する本体
と、前記本体の第１の側面に配置され、前記基本ユニットの側面の開口に露出された鍵差
し込み口（１２０）と、前記本体の第１の側面とは反対側の第２の側面から延在するＴ形
材（３０２）と、前記本体から前記基本ユニットの第２の開口まで延在し、前記基本ユニ
ットを物体に固定するために物体に結合するケーブル（３０６）とを有する錠（３００）
と、排出機構であって、前記基本ユニットの面に露出したボタン（１１０）と、内部排出
ボタン（９０４）と、前記露出したボタンの動きに応じて、内部排出ボタンを作動させて
前記基本ユニットから前記コンピュータを開放する排出部材（９０２）とを有する排出機
構と、前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面（７４３）を有し、前記Ｔ形材がロック位
置間とロック解除位置の間で動くときに回転するレバーアーム（５１２）と、前記レバー
アームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前記排出機構が前記コンピュ
ータを前記基本ユニットから開放できなくするように前記排出機構の前記排出部材を妨げ
る位置に摺動する摺動部材（５１２）とを有するドッキングステーション（１００）。
【００５５】
　＜実施態様８＞コンピュータドッキングステーション（１００）の基本ユニット（１０
６）からカバー（１６０４）を外して、錠（３００）を収容するスロット（１６０３）を
露出させる段階と、前記スロットと当接するブラケットの開口に前記錠のＴ形材（３０２
）を挿入する段階と、前記錠を前記スロット内に固定する段階と、前記カバーを前記基本
ユニット上に戻す段階と、前記コンピュータ（１０２）を前記ドッキングステーションに
結合する段階と、前記錠に鍵（１２０）を差し込む段階と、前記鍵を回転させて、前記錠
の前記Ｔ形材がレバーを前記基本ユニット内に押し込み、摺動部材を、前記ドッキングス
テーションの排出ボタンの操作を不能にしてコンピュータが前記ドッキングステーション
から取り出されるのを妨げる位置に動かすようにする段階とを含む方法。
【００５６】
　＜実施態様９＞コンピュータ（１０２）と係合する基本ユニット（１０６）と、ロック
機構（３０４）、前記基本ユニットの側面の開口に露出した鍵差し込み口（１２０）、お
よび前記ロック機構から延在するＴ形材（３０２）を有する錠（３００）と、前記基本ユ
ニット上の排出機構（１１０）と、前記錠の前記Ｔ形材と係合する第１の面（７４３）を
有し、前記Ｔ形材がロック位置とロック解除位置の間で動くときに回転するレバーアーム
（５１２）と、前記レバーアームの動きに応じて、前記錠がロック位置にあるときに、前
記排出機構が、前記コンピュータを前記基本ユニットから開放しないように前記排出機構
を妨げる位置に摺動する摺動部材（５１２）とを有するドッキングステーション（１００
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）。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明のドッキングステーションは、ノートブック型コンピュータの固定装置として使
用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】ノートブック型コンピュータとドッキングステーションを共通のロック機構で固
定する機構を備えたドッキングステーションの１つの実施形態の斜視図である。
【図２】ノートブック型コンピュータを固定する機構を備えたドッキングステーションの
もう１つの実施形態の斜視図であり、ドッキングステーションと１つまたは複数の着脱可
能な装置が共通のロック機構を使用している。
【図３】Ｔ形材錠機構の実施形態の斜視図である。
【図４】ロック機構を収容する開口を備えたドッキングステーションの実施形態の内部の
斜視図である。
【図５】ノートブック型コンピュータがドッキングステーションから排出されるのを防ぐ
セキュリティ機構の実施形態の一部分の斜視図である。
【図６】図５のセキュリティ機構のブラケットの実施形態のもう１つの斜視図である。
【図７】図５のセキュリティ機構に使用されているレバーアームの実施形態の斜視図であ
る。
【図８】図７のレバーアームの実施形態の平面図である。
【図９】セキュリティ機構がロック解除位置にある状態のノートブック型コンピュータが
ドッキングステーションから排出されるのを防ぐセキュリティ機構を備えたドッキングス
テーションの実施形態の内部の斜視図である。
【図１０】セキュリティ機構がロック位置にある状態の図９の実施形態のドッキングステ
ーションの内部の斜視図である。
【図１１】セキュリティ機構がロック解除位置にある状態のドッキングステーションから
着脱可能な装置が排出されるのを防ぐセキュリティ機構を備えたドッキングステーション
の実施形態の内部の斜視図である。
【図１２】セキュリティ機構がロック解除位置にある状態のドッキングステーションから
着脱可能な装置が排出されるのを防ぐセキュリティ機構を備えたドッキングステーション
の実施形態の内部の斜視図である。
【図１３】セキュリティ機構がロック位置にある状態の図１１と図１２の実施形態のドッ
キングステーションの内部の斜視図である。
【図１４】セキュリティ機構がロック位置にある状態の図１１と図１２の実施形態のドッ
キングステーションの内部の斜視図である。
【図１５】セキュリティ機構がロック位置にある状態の図１１と図１２の実施形態のドッ
キングステーションの内部の平面図である。
【図１６】ドッキングステーションにロック機構を追加する技法の１つの実施形態を示す
ドッキングステーションの斜視図である。
【図１７】ドッキングステーションにロック機構を追加する技法の１つの実施形態を示す
ドッキングステーションの斜視図である。
【図１８】ドッキングステーションにロック機構を追加する技法の１つの実施形態を示す
ドッキングステーションの斜視図である。
【図１９】ドッキングステーションにロック機構を追加する技法の１つの実施形態を示す
ドッキングステーションの斜視図である。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　ドッキングステーション
　１０２　コンピュータ
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　１０６　基本ユニット
　１１０　排出機構
　１２０　鍵差し込み口
　２３０、２３０ａ　着脱可能な装置
　２３２、２３２ａ　スロット
　３００　錠
　３０２　Ｔ形材
　３０４　本体
　３０６　ケーブル
　５０２　ブラケット
　５０４　チャネル
　５１２　レバーアーム
　５１８　摺動部材
　７４３　第１の面
　９０２　排出部材
　９０４　内部排出ボタン
　１１０２　ロックアーム
　１１１２　衝突面
　１１２０　第２の排出機構
　１６０３　スロット
　１６０４　カバー

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(17) JP 4091629 B2 2008.5.28

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】

【図１９】
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